
【分科会 3】 

中山間地域の豊かな支え合いの種を見つけよう（活動見本市）  

 

活 動 の 紹 介 

佐久ブロック            長野県内事例 ＋ 展示 

   

 

  

【小諸市】 

① 信州こども食堂inこもろ実行委員会 

② 聞き書き隊こもろ 

【立科町】 

①おらの町でもインターネット 

②藤沢区老人クラブ 

② 蓼科ケーブルビジョン 

【北相木村】  

キノハナ kinano 

【小海町】 

① 朝霧会  ②更紗どう暖の会 

③ 小海町更生保護女性会 

④ 小海つながり隊  

⑤ 子育てサポートこうみ 

⑥ 小海おはなし本舗 

【御代田町】 

  MIYOTAライ麦ストロープロジェクト 

【佐久市】 

味処 こまがた 

 

県内の高大生が取り組む福祉のイノベーション

「2022信州未来 

アイディアコンテスト」 

 取り組み事例  

  ・ユニバーサルデザイン/ツーリズム 

             ・防災の取り組み 

             ・電動カート開発 

                        など 

  

【安曇野市】 

 モーニングコーヒー 

 

【木島平村】 

 寄らし・来らし・夢ひろば 

 

【長野県全域】 

 まちの縁側育みプロジェクトながの 
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【分科会 3】 

中山間地域の豊かな支え合いの種を見つけよう（活動見本市）  

団体名 

【小諸市①】  信州こども食堂 inこもろ実行委員会   

活動のテーマ 

地域 3世代交流によるこども達の居場所づくりの場として「こども食堂」と「学習支援」を

行う。 

 

活動の内容（概要） 

原則月 1回（第 4土曜日の午前 9時から午後 1時まで）、小諸市相生町の相生会館において、

地域の 3世代交流によるこども達の居場所づくりの場として、「こども食堂」を開催する。 

 

【内容】 

コロナ収束時までは、食事会ではなく、テイクアウトの「お弁当配布」で行う。ボランティ

アスタッフとしての参加を地元高校生等へ広く呼び掛ける。参加スタッフの中から、独立し自

ら主宰出来るよう、ノウハウを公開し、こども食堂の輪を広める活動も積極的に行う。 

 また、月 2回午後 5時 30分から 7時 30分まで、市民交流センターにて、小・中学生対象の

「学習支援」を開催。現在コロナで活動休止中だが、コロナ収束後に再開したい。 

 

大切にしていること（3つ） 

〇食事を通じてコミュニケーションを大事にしている。（現在は LINE活用で行っている。） 

 

〇栄養バランスや彩りを意識して献立を考え、実際に食べてくれるこども達の笑顔を思い浮か

べながら、愛情を込めて作っている。 

 

〇米や野菜の寄付を頂く地域の方々の協力に対して、必ず毎月の報告書に御礼を掲載し、時に

はこども食堂にご招待する。 

 

活動の工夫・ポイント 

・毎回の参加の呼びかけは、LINE による友達登録をしていただいた方に、チラシを送信する。

他に、市立図書館でのチラシ設置や Facebookにアップしている。定員が 50名のため、予約の

際にはこども・大人の人数を確認。ただし、多くの希望者がいて、いつも定員オーバーで予約

を受け付けている。 

・米・野菜・果物の寄付はその都度、献立に加えて提供し、大量の寄付は参加者へのお土産と

して配っている。 

・毎年活動報告書を作成し、スタッフ、関係諸団体に報告している。 

・スタッフの増減は、長年の継続によるこども食堂の知名度アップと社会の認知度アップで関

心が高くなり、参加を希望する方が年々増えている。継続して活動しているスタッフもいる。

一方で、7年間の活動結果として、高齢により卒業するスタッフもいる。 

  



【分科会 3】 

中山間地域の豊かな支え合いの種を見つけよう（活動見本市）  

団体名 

【小諸市②】  聞き書き隊こもろ   

活動のテーマ 

 ～人生の物語を言葉にのせて～ 読んだ方の参考になりますように 

 

活動の内容（概要） 

誰でも人生を振り返った時、様々な思いがこみ上げてきます。辛かったこと。悔しかったこ

と。悲しかったこと。そして嬉しかったことなど。そうした人生のこもごもを、ご本人からお

聞きし、そのお話しを文章にして残していくのが「聞き書き」です。 

私たち「聞き書き隊こもろ」は、この「聞き書き」をボランティアで行っている団体です。

発足して早や８年になり、会員も 10 名になりました。月 1 回定例会を開いて意見交換等を行

っています。 

高齢者の方々が体験した戦争にまつわるお話し。家庭や地域で古くからの伝統文化を継承さ

れている方のお話し。多大な社会貢献をされた方のお話しなど、貴重な体験談もありますが、

ごく平凡に見える人生でも、たくさんのドラマがあります。多くの皆さんにお聞きしたこの人

生ドラマを、一冊の冊子にまとめ、毎年発刊しています。 

令和 4年 3 月に「人生の物語を言葉にのせて 第 7号」を発行しました。本号では、87歳～

96歳の 5人から聞いた話を人生の物語として書き綴っています。冊子は小諸市市民活動・ボラ

ンティアサポートセンター、市立小諸図書館でお読みいただけます。 

 

大切にしていること、活動の工夫・ポイント 

聞き書きは、お聞きした話を、ただそのまま文章にすればいいという単純なものではありま

せん。話された方の心情が、読まれた方に、できるだけ正確に伝わるよう文章を構成し書き上

げていくものです。それは聞き書きをした私たち会員自身の作品でもあるのです。 

それが冊子として出来上がった時の達成感は素晴らしいものがあります。私たちの作品は、

千葉県の「ちば聞き書き隊」主催者でフリーライターの野口いずみさんに添削などの指導をお

願いするなど、伝わる文章を書く力を日々磨き上げています。 

 

 

  



【分科会 3】 

中山間地域の豊かな支え合いの種を見つけよう（活動見本市）  

団体名   

【立科町】  

おらの町でもインターネット 藤沢区老人クラブ 蓼科ケーブルビジョン 

 

活動のテーマ 

高齢者のデジタル難民を救おう 

 

活動の内容 （概要） 

高齢者向けのスマートフォン教室 

 

 

大切にしていること （3つ） 

〇地域資源を上手に利用し、開催し続けている。 

〇お互いが求めている活動へとすり合わせている。 

 

 

活動の工夫・ポイント 

 

普段は町の施設「ふるさと交流館」で活動していたが、生徒も成長し固定化されていた。今回の

活動は地域へ出向く初めての試みであり、新しい活動を広げるきっかけとなった。 

そして、老人クラブとしても自分の足では出向く事ができない方が多い中、講師が地域へ出向

く活動は大変喜ばれた。 

 

  



【分科会 3】 

中山間地域の豊かな支え合いの種を見つけよう（活動見本市）  

団体名   

【北相木村】  キノハナ kinano（キノハナキナノ） 

 

活動のテーマ 

・キノハナ kinano は、村の女性が集まり「女性が輝ける場所」と「木材の有効活用」をテー

マに 2018年 9月に立ち上がりました。 

 

活動の内容 （概要） 

・私たちの活動はお花（キノハナ）づくりです。木を削った際に出てくる“かんなくず”を利

用して、バラやカーネーションなどのお花を 1 つずつ手作りしています。お花（キノハナ）

を組み合わせて花束やボックスの商品にしています。 

・木を体感できる「木育教材（教育資材）」としての利用も進んできています。ワークショッ

プ等の活動を通して大人から子どもまで木を身近に感じてもらえる活動をしています。 

 

大切にしていること （3つ） 

キノハナ kinanoの森の循環 

〇私たちは、木を使います。 

〇私たちは、人のつながりを大切にします。 

〇私たちは、未来へ森林を繋げます。 

 

活動の工夫・ポイント 

＊女性が輝ける場所 

・村内には働ける場所が少なく、特に子育て中の女性や、定年を迎えた方が働ける場所があり

ません。そこで、キノハナ kinano を立ち上げて、女性が働きやすく、地域の特性を生かせる

仕事づくりをしました。お花（キノハナ）は、作り方が分かれば自宅でも作業が可能なため、

子育て中の女性も参加することが出来る活動になっています。１つずつ丁寧に製作するお花

（キノハナ）は、職人技が光る世界に一つのオリジナルフラワーとなり、製作するメンバーが

自信と誇りを持てる仕事になりました。 

さらに、地域の新たなコミュニティーの場にもなっています。メンバーには 30代から 70代

の女性が活動しており、幅広い世代や、移住してきた方などが、お花（キノハナ）を通して交

流できることも魅力となっています。 

 

＊木材の有効活用 

・木工所で捨てられていたカンナクズが、お花（キノハナ）として生まれ変わり、新たな木材

の利用方法が生まれました。木の種類によって違うお花（キノハナ）が作れるため、どんな木

でも利用できます。また、木工所から出る端材からもカンナクズを製作できるため、木材の廃

棄ロス削減にも繋げることが出来ています。 

 



【分科会 3】 

中山間地域の豊かな支え合いの種を見つけよう（活動見本市）  

 

 

■キノハナ kinano作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■明るく元気な活動メンバー         ■材料の「かんなくず」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■木の魅力を発信中～子どもから大人まで楽しめるキノハナワークショップ～ 

 

 

  



【分科会 3】 

中山間地域の豊かな支え合いの種を見つけよう（活動見本市）  

団体名    

【小海町】    ① 朝霧会 

活動の内容 （概要） 

社協への協力（行事への参加、バザーなど）、病院債や保育園での人形劇上映、障害者施設

夏祭り手伝い 

 

② 更紗どう暖の会 

活動の内容 （概要） 

男性の力を発揮する支援、他のボランティアグループの手伝い 

 

 

③小海町更生保護女性会 

活動の内容 （概要） 

保護観察活動の援助、地域社会浄化活動(駅周辺清掃)、更生保護思想の宣伝、子育て支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 小海つながり隊 

日常の困りごと手助け、住民の支え合い活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【分科会 3】 

中山間地域の豊かな支え合いの種を見つけよう（活動見本市）  

 

⑤ 子育てサポートこうみ 

 

地域における子育ての支援 学習・見守り・ボランティア活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 小海おはなし本舗 

 

小海の歴史・自然・文化を紙芝居を作成し紹介。多世代に伝える活動 

  

紙芝居

VTR 登場 

 

 

 

佐久鉄道と小海線 

https://vimeo.com/776433212  

クジラの夫婦 

https://vimeo.com/776433002 

https://vimeo.com/776433212
https://vimeo.com/776433002
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団体名      【御代田町】    MIYOTAライ麦ストロープロジェクト 

活動のテーマ 

ライ麦ストローづくりを通して、自然環境や持続可能な社会への意識を高め、人と人が支え合っ

てつながっていけますように、というメッセージを届けること。 

活動の内容 （概要） 

2020年にクラフト作家、農家、デザイナー、ボランティア、御代田町社会福祉協議会が、脱プラ

スチックに貢献するライ麦ストローづくりへの思いを共有し、取り組みを始めました。 

農家とボランティアで町内の畑でライ麦の種蒔きから収穫を行い、法人内のディサービスやグ

ループホームにて、ボランティアと一緒にライ麦の節をカットし葉を剥き、法人内の作業所の障害

者就労Ｂ型事業にて長さを揃えてカット・洗浄・煮沸・乾燥・デザイナーがデザインしたパッケージ

に梱包するまでの作業を請け負っています。 

できあがったストローは、オンラインショップや町内のセレクトショップ等で販売の他、企業のノ

ベルティやふるさと納税返礼品にも選定されています。  

ライ麦の茎は飲食用ストローの他ヒンメリ(フィンランドの伝統工芸)にも活用し、穂はパンやお

菓子等に使われ、使わなかった部分は、畑へ漉き込み、無駄なく循環しています。 

今年度は町内６ヶ所の畑でライ麦を育てる予定で、小学校との連携も検討しています。 

大切にしていること （3つ） 

〇子どもから高齢者、障害者など地域の方々との連携・協働による地域共生社会づくり 

〇自然を大切に環境にやさしい持続可能な町への願い 

〇メッセージが伝わるように手作業による美しいライ麦ストローづくり 

活動の工夫・ポイント 

ディサービスやグループホームでは、レクリエーションとしてライ麦のカットを取り入れています。

やりたい方が自然に集まり、ボランティアの方とお喋りを楽しみながら手を動かすことで、地域の

役に立てるという自己有用感を得ることだけでなく、手先を動かすことによる脳の活性化や作業

後には握力測定で効果が出るなどフレイル予防にも効果があると思います。ボランティアの方に

も元気をもらえると言っていただき、引きこもりがちだった方も参加するなど役割を担うことで

生きがいにもつながるきっかけとなっています。 

また多くの方々に知っていただくためにマルシェ等のイベントでの PRや広報誌・雑誌への寄稿

や紹介記事、テレビやラジオ出演、新聞取材等の機会も得ながら、広報してきました。 
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中山間地域の豊かな支え合いの種を見つけよう（活動見本市）  

団体名                【佐久市】  味処 こまがた 

活動のテーマ 

農業や食に携わり感じるのは、「食べることは一番大事」ということ。安心安全な地元の食材を

使ったメニューや、季節ごとの料理教室で子どもたちに本物の味をすこしずつでも伝えていきた

い。食を通じて、健康や食文化を伝えることができれば嬉しい。 

 

 

 

 

 

 

味処こまがた  土屋しのぶ氏 

 

平成 7 年 47 歳 地元農産物の発信と農家の女性たちの憩いの場として「こまがた直売所」

を開所。（地域活性化の拠点） 

             地元農産物の集荷販売以外に、お店の裏にある「わくわく農園」で、親子

を対象とした農業体験や料理教室を行い、手作りした料理の美味しさを

伝える食育教育にも取り組む。 

 

平成 13年    「直売所」に加工部立ち上げ 漬物、焼き菓子の商品開発や販売を開始。 

           地元の高校生を食品の加工実習に受け入れ、担い手の定着促進を図り、 

後継者の育成にも力を入れる。 

 

平成 20年    地場の食材の魅力を知ってもらいたいと「味処こまがた」を開店。 

地域の特色を活かした食の提供に努めるとともに、郷土食等の 料理講習

会を実施し、食文化の伝承にも努める。 

 

平成 31年    第 28回信州の味コンクール創作ふるさと料理の部  

最優秀賞受賞 「浅蓼漬」（白うりの鉄砲漬け） 

           地域の食文化の保存継承に貢献 
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佐久ブロック            長野県内事例 ＋ 展示 

   

 

  

【小諸市】 

① 信州こども食堂inこもろ実行委員会 

② 聞き書き隊こもろ 

【立科町】 

①おらの町でもインターネット 

②藤沢区老人クラブ 

② 蓼科ケーブルビジョン 

【北相木村】  

キノハナ kinano 

【小海町】 

① 朝霧会  ②更紗どう暖の会 

③ 小海町更生保護女性会 

④ 小海つながり隊  

⑤ 子育てサポートこうみ 

⑥ 小海おはなし本舗 

【御代田町】 

  MIYOTAライ麦ストロープロジェクト 

【佐久市】 

味処 こまがた 

 

県内の高大生が取り組む福祉のイノベーション

「2022信州未来 

アイディアコンテスト」 

取り組み事例  

  ・ユニバーサルデザイン/ツーリズム 

             ・防災の取り組み 

             ・電動カート開発 

                        など 

 

 

【安曇野市】 

 モーニングコーヒー 

 

【木島平村】 

 寄らし・来らし・夢ひろば 

 

【長野県全域】 

 まちの縁側育みプロジェクトながの 

 

HP で、活動パネル

映像を紹介 

活動紹介見本市（パネル展示）は、 

写真でご紹介します。 
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中山間地域の豊かな支え合いの種を見つけよう（活動見本市）  

団体名             【安曇野氏】    モーニングコーヒー 

活動のテーマ 

開店：2014年 11月 

開店日：毎月第 1・3土曜日 

     廃プラスチック資源ごみ回収の日 

・知己の人たちの交流を図るため、 

・助け合いにつながるかも 

 

 

団体名         【木島平村】    寄らし・来らし・夢ひろば 

 

※添付記事        

 

団体名         【長野県内】  まちの縁側育みプロジェクトながの 

 
 

※添付記事  

 

 

 



モーニング
コーヒー

安曇野市
堀金倉田地区

コーヒー１杯からつながる地域

笑顔の花咲く
倉田地区へ

どうぞお越しください












